
会場；県中小企業産業大学校

開催日；令和6年10月16日（水）

時間；15:15~15:35
15:10~15:35

講師；橋 敏夫 70歳雇用推進ﾌﾟﾗﾝﾅｰ

高齢従業員の職場管理
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就業意識向上模擬研修？

高年齢者雇用推進セミナー 生涯現役のために

グラフや資料には(独) 高齢・障害・求職者雇用支援機構のものが多く含まれています
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就業意識向上研修の概要

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
変化に対応することが経営で、働く人も同じこと
これまでの仕事の仕方。能力開発、意識と生活を振り返り変化に対応した雇用されうる能力 (エンプロイアビリティ)を獲得･高めるためのものです。
このことにより、会社の環境変化に貢献し、職場活性化に役立てるとともに自らも生涯現役として活躍できることを目指すためのものです。

生涯現役として活躍できるための雇用されうる能力エンプロイアビリティやコンピテンシー(業績・成果につながる行動) が求められています




実施した事例
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経営環境の理解 ～重大な変化が起きている～

 人口減少、少子高齢化、長寿時代の到来
 2065年に高齢化率38.4％の見込み、約2.6人に1人が65歳以上

 人工知能の進化
 2045年に人工知能が全人類の知能を合計したものを超えるという技

術的特異点（シンギュラリティ）が到来する？

 情報洪水
 2005年、世界に先駆けて情報洪水時代に突入

 超成熟化市場
 日本市場は大半の部類で成熟化、商品･サービスは高品質･低価格、「同質

的異質性」

 デジタル・ツールの進化
 デジタル化の波で恩恵を被るのは大企業だけではなく、中小企業も同

じ、その経営環境の変化に積極的に対応しようとする意志があるかな
いかだけの差

変化に対応する
のが経営



身体機能の低下:仕事がつらくなる

専門能力の陳腐化

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ構造の変化:職場内で孤立しがちになる

定年前

OB化

無理せず

フリして

先送り

ほどほど

仕事の

腰掛勤務

押し付けて

知らぬ顔して

参加せず

継
続

雇
用
後

１．開始 段階 (入社後10年)
その場しのぎ型能力開発

その場に必要な最低限の学習で済ます

２．進行 段階 (20～30年)
鳥なき里のこうもり化
熟練能力を専門能力と誤認

３．固定 段階 (30年以降)
能力のテンプラ構造

人間関係能力を専門能力と誤認

能力の陳腐化の過程を理解する
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高齢社員を戦力活用するには

入社以降の 将来指向 の意識

定年は仕事生活の終点(⇒定年前OB化・定年後腰掛仕事)

高齢期の仕事生活
仕事への貢献を生活の一部として

生きがいある高齢期を送る。
高齢期ならではのご褒美は
“生きがいある毎日”

(平均健康寿命男73歳、女78歳)

定年後の 日々生きがい指向 の意識

役立ち
自分は今、こんな働きで役立っている。

⇒毎日の仕事に自信と誇り。

承認
今の自分を、信頼できる仲間として

認めてもらう。⇒職場に出るのが楽しみに。

残り時間の自覚
定年以降、元気に働けるのは15年程度

いつ終わりがくるかわからない
日々の心の満足を求める。

定年までの社員と同じ管理では高齢社員のやる気はおこらない。

社員は日々の仕事生活に生きがい＋会社は職場戦力として活用

役立ちと承認が得られる
仕事の仕組み



専門能力形成力を高める

 労働観の違い

※専門能力陳腐化過程は、会社の要請に献身的に応えてきた結果でもある。

 専門能力形成の不備

※会社は活用過程を要請、これには応える。しかし、自己努力にまかされていて学習と整理・体系化が乏しいため、
豊富な経験が蓄積されるが専門能力は形成されない。
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欧米【個人主義】
勤倹力行して、自らの価
値を上げていくことが、神
の栄光を高め、自らの尊
厳を高める。

専門能力
形成意識

会社依存
意識

日本〔集団主義〕
運命共同体の存続・成長
を第一目標として献身す
ることが、自らの幸福と欲
求充足をもたらしてくれる。

①学習過程

・原理・原則の知識
単位を学習する。

②活用過程

・学習した知識を業務に活用
して成果をあげる。

・｢知っている知識｣が工夫・
活用され、価値を産む知識に
なる。

③整理・体系化過程

・学習した知識と価値を産む知
識を因果関係と事実関係に基

づいて整理し体系化する。

④専門能力貯蔵庫
範囲、密度、強度

高い

低い

低い

高い



定年後変化適応力を高める

定年後の賃金､意識の持ち方を理解する
専門能力と賃金のミスマッチ
1. 定年前は、産出価値より高い賃金を得ている？

 産出価値合計額と支払賃金合計額は、定年時に収支バランスが取られる。

2. 継続雇用後、専門能力を時価評価すると賃金はどうなる？

 能力が陳腐化していれば、継続雇用賃金はＤで留まらずＦまで下がる。
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■意識転換
①短期雇用意識の払拭
②先輩意識の払拭
③新賃金システムの理解
④仕事の既成概念払拭
・ﾌﾟﾚｲﾝｸﾞｺｰﾁとｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ

★全て､我々の責任ではなく､会社の責任でもある？



中高齢期の仕事能力の変化
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もっと働き
たい！

もっと貢献
したい！

それが
生き甲斐、
健康だ！

高齢者には、

「きょういく」
と

「きょうよう」

が必要。



ご清聴ありがとうございました
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独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構福井支部
〒915-0853
福井県越前市行松町25-10
福井職業能力開発促進センター内

TEL：0778-23-1010
FAX：0778-23-1013

アドバイザー連絡先 0776‐57‐1380
(社会保険労務士法人 橋事務所) 
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